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新規情報および変更情報 
次の表は、この最新リリースまでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、今リリースまでの変更点
や新機能の一部は表に記載されていません。 

 

リリース バージョ

ン 
特長 説明 

以前のリリースからの大きな変更はありません。 
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コンフィグ コンプライアンス チェック 
特定のスイッチに定義されたインテント全体または予想される構成は、NDFC に保存されます。この構成
を 1 つ以上のスイッチにプッシュする場合、構成コンプライアンス（CC）モジュールがトリガーされます。
CC は、現在のインテント、現在の実行構成を取得し、現在の実行構成から現在期待されている構成に移行
するために必要な一連の構成を算出し、すべてが同期するようにします。 

スイッチでソフトウェアまたはファームウェアのアップグレードを実行しても、スイッチの現在の実行構
成は変更されません。アップグレード後、現在の実行構成が現在期待されている構成またはインテントを
持っていないことを検出した場合、CC は非同期ステータスを報告します。構成の自動展開は行われませ
ん。展開される差分をプレビューしてから、1 つ以上のデバイスを同期状態に戻すことができます。 

CC では、同期は常に NDFC からスイッチに対して行われます。逆方向の同期は行われません。そのため、
Switchに対し、NDFC で定義されたインテントと競合するアウトオブバンドの変更を行うと、CC はこの
差分をキャプチャし、デバイスが同期していないことを示します。保留中の差分は、アウトオブバンドで
行われた構成を元に戻し、デバイスを同期状態に戻します。アウトオブバンド変更によるこのような競合
がキャプチャされるのは、デフォルトで 60 分ごとに発生する定期的な CC 実行時、またはファブリック
ごとまたはスイッチごとに RESYNC オプションをクリックしたときであることに注意してください。
Cisco NDFC リリース  12.1.1e 以降、定期的な CC は 24 時間ごとに実行されます。この間隔は、30 ～ 
3600 分の範囲でカスタマイズできます。この構成は、[サーバ（Server）] > [サーバ設定（Server 
Settings）] > [LAN ファブリック（LAN-Fabric）] に移動して行うことができます。CC の REST API を
使用して、スイッチ全体のアウトオブバンド変更をキャプチャすることもできます。詳細については、
Cisco NDFC REST API Guide を参照してください。 

展開される構成の使いやすさと読みやすさを向上させるために、NDFC の CC は以下のように拡張されま
した。 

• NDFC でのすべての表示は、読みやすく理解しやすいものにされました。 

• 繰り返される構成スニペットは表示されません。 

• 保留中の構成には、正確に差分構成だけが表示されます。 

• 並列比較による差分表示はより読みやすくなり、統合された検索またはコピー、および差分サマリー機
能を備えています。 

NDFC インテントが関連付けられていない、スイッチの最上位の構成コマンドでは、CC のコンプライア
ンス チェックは行われません。ただし、以下のコマンドについては、NDFC インテントがない場合でも、
CC はコンプライアンス チェックを実行し、削除を試みます。 

• プロファイルの構成 

• プロファイルの適用 

• interface vlan 

• interface loopback 

• インターフェイス ポートチャネル 

• サブインターフェイス（interface EthernetX/Y.Z など） 

• fex 

• vlan <vlan-ids> 

Data Center VXLAN EVPN および BGP Fabric テンプレートが使用される場合にのみ、CC ではこれらの
コマンドのコンプライアンス チェックと削除の試行を実行します。 External_Fabric および Classic LAN 
テンプレートでは、 
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上記に示されているコマンドを含め、関連する NDFC インテントを持たないスイッチの最上位構成コマン
ドでは、CC によるコンプライアンスのチェックを実行しません。 

予期しない動作を避けるために、これらのコマンドをスイッチに展開する場合には、NDFC フリーフォー
ム構成テンプレートを使用して追加のインテントを作成することをお勧めします。 

ここで、スイッチに存在する構成がインテントで定義された構成と関係していないシナリオを考えてみま
しょう。このような構成の例としては、インテントでキャプチャされていないがスイッチに存在する新し
い機能、またはインテントでキャプチャされていない他の構成の特徴があります。構成コンプライアンス
は、これらの構成の不一致を差分とは見なしません。このような場合、厳密な構成コンプライアンスは、
インテントで定義されているすべての構成行がスイッチに存在する唯一の構成であることを保証します。
ただし、厳密な CC チェックは、ブート文字列、rommon 構成、およびその他のデフォルト構成などの構
成を無視します。このような場合、内部構成コンプライアンス エンジンは、これらの構成変更が差分とし
て呼び出されないようにします。これらの差分は、[保留中の構成（Pending Config）] ウィンドウにも表
示されません。ただし、並列比較差分ユーティリティは、2 つをテキスト ファイルとして差分の比較を行
います。diff の計算で使用される内部ロジックは利用しません。その結果、デフォルト構成の差分は、[並
列比較（Side-by-side Comparison）]ウィンドウで赤で強調表示されます。 

NDFC で、デフォルト構成の違いは [並列比較（Side-by-side Comparison）]ウィンドウで強調表示さ
れません。[実行中の構成（Running config）] ウィンドウで強調表示される自動生成されたデフォルト構
成は、[期待される構成（Expected config）] ウィンドウには表示されません。 

[保留中の構成（Pending Config） ] ウィンドウに表示される構成が  [並列比較（Side-by-side 
Comparison）] ウィンドウでは赤で強調表示される場合があります。これは、その構成が [実行中の構成

（Running config）] ウィンドウには表示されるものの、[期待される構成（Expected config）] ウィン
ドウには表示されない場合です。一方、[保留中の構成（Pending Config）] ウィンドウに表示される構成
が [並列比較（Side-by-side Comparison）] ウィンドウでは緑で強調表示される場合もあります。これ
は、その構成が [期待される構成（Expected config）] ウィンドウには表示されるものの、[実行中の構

成（Running config）] ウィンドウには表示されない場合です。[保留中の構成（Pending Config）] ウィ
ンドウに構成が表示されない場合、[並列比較（Side-by-side Comparison）] ウィンドウに赤で構成が
表示されることはありません。 

すべての自由形式の構成は、スイッチの show running configuration の出力と厳密に一致する必要があり、
構成からの逸脱は、[再計算と展開（Recalculate & Deploy）] の際に差分として表示されます。先頭のス
ペースによるインデントは守る必要があります。 

通常、次の方法を使用して NDFC に構成スニペットを入力できます。 

• ユーザー定義のプロファイルとテンプレート 

• スイッチ、インターフェイス、オーバーレイ、および vPC フリーフォーム設定 

• スイッチごとのネットワークおよび VRF フリーフォーム構成 

• リーフ、スパイン、または iBGP 構成のファブリック設定 

構成形式は、対応するスイッチの show running configuration と同じである必要があ
ります。それ以外の場合、 
構成に欠落したり、正しくない先頭のスペースにより、 予期しない 展開 エラー や 予期し
ない 保留中の 
構成が発生する可能性があります。予期しない差分または展開エラーが表示された場合、 
ユーザー提供またはカスタムの構成スニペットに間違った値がないか確認してください。 

予期しない保留中の構成が原因で NDFC に「非同期」ステータスが表示され、この構成が展開できないか、
展開後も変化がない場合は、次の手順を実行して回復します。 
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1. [保留中の構成（Pending Config）] タブ（[構成プレビュー（Pending Config）] で強調表示されてい
る構成の行を確認します。 
閉じます。 

2. [並列比較（Side-by-side Comparison）] タブで同じ行を確認します。このタブには、「intent」ま
たは「show run」、あるいはその両方の先頭スペースが異なっていて、差分になっていた場合、それ
が表示されます。先頭のスペースは、[並列比較（Side-by-side Comparison）] タブで強調表示され
ます。 

3. 保留中の構成または非同期状態のスイッチが、「インテント」と「実行構成」の先頭のスペースが一
致しない、識別可能な構成が原因である場合、インテント側のスペースが正しくないため、編集する
必要があることを示しています。 

4. カスタム ポリシーまたはユーザー定義ポリシーの不適切なスペースを編集するには、スイッチに移動
して対応するポリシーを編集します。 

a. ポリシーのソースが [アンダーレイ（UNDERLAY）] の場合、ファブリック設定画面からこれを編
集し、更新された構成を保存する必要があります。 

b. ソースが空白の場合は、そのスイッチの [ポリシーの表示/編集（View/Edit policies）] ウィンドウ
から編集できます。 

c. ポリシーのソースが [オーバーレイ（OVERLAY）] であるが、スイッチの自由形式構成から派生し
ている場合。この場合、適切な [オーバーレイ（OVERLAY）] スイッチ自由形式構成に移動して更
新します。 

d. ポリシーのソースが [オーバーレイ（OVERLAY）] またはカスタム テンプレートの場合は、次の手
順を実行します。 

i. [設定（Settings）] > [サーバ設定（Server settings）] を選択し、template.in_use.check 
プロパティを false に設定し、[使用中テンプレートのオーバーライド（Template In-Use 
Override）] チェックボックスをオフにして [保存（Save）]します。これにより、プロファイ
ルまたはテンプレートを編集できるようになります。 

ii. [管理（Manage）] > [テンプレート（Templates）] > [テンプレート プロパティの編集（Edit 
template properties）] 編集ウィンドウから特定のプロファイルまたはテンプレートを編集し、
更新されたプロファイル テンプレートを適切なスペースを設定して保存します。 

iii. [再計算と展開（Recalculate & Deploy）] をクリックして、影響を受けるスイッチの差分を再
計算します。 

iv. 構成が更新されたら、template.in_use.check プロパティを true に設定し、[使用中テンプレ

ートのオーバーライド（Template In-Use Override）] チェック ボックスをオンにして [保存

（Save）] します。これは、特に [再計算と展開（Recalculate & Deploy）] 操作で、NDFC 
システムのパフォーマンスが低下するためです。 

NDFC の [構成ステータス（Config Status）] に「NA」と表示される場合は、次のガイドラインが適用され
ます。 

• スイッチの「モード」が「移行」の場合に予期されます。これは、一部の NDFC ワークフローが原因
である可能性があります。関連するワークフローの手順に従って、スイッチ モードを「通常」状態と
関連する構成ステータスにします。 

• 他のすべてのケースでは、NDFC が正しい「構成ステータス」を計算できなかった一時的な状態を示
している可能性があります。次の手順を実行します。 

◦ 1 つのスイッチに表示される場合は、スイッチレベルのプレビューまたは展開を実行します。 

◦ 複数のスイッチに表示されている場合は、それらのスイッチを選択してプレビューまたは展開を実
行します。 
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◦ ファブリックレベルで表示されている場合は、すべてのスイッチを選択し、プレビューまたは展開

を実行します。 

◦ 研究開発もファブリックレベルのオプションですが、これは構成の保存操作も行い、大規模なファ
ブリックでは時間がかかる可能性があります。 

差分が解決されたことを確認するには、ポリシーを更新した後に [再計算と展開（Recalculate & 
Deploy）] をクリックして変更を検証します。 

NDFC は、コマンドの階層を意味するものであるため、先頭のスペースのみをチェックしま
す。 
  特にマルチコマンド シーケンスの場合。NDFC は、コマンド シーケンスの末尾のスペースをチ
ェックしません。 
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例 1: スイッチの自由形式ポリシーの構成コンプライアンス 
スイッチの [自由形式構成（Freeform Configuration）] フィールドのスペースが正しくない例を考えて

みましょう。スイッチの自由形式ポリシーを作成します。 

このポリシーがスイッチに正常に展開されると、NDFC は永続的な差分を報告します。 

[並列比較（Side-by-side Comparison）] タブをクリックすると、違いの原因を確認できます。ip pim 
rp-address 行の先頭には 2 文字のスペースがありますが、実行構成の先頭にはスペースがありません。  

この相違を解決するには、対応するスイッチの自由形式ポリシーを編集して、スペースを合わせます。

保存後、[構成のプッシュ（Push Config）] または [再計算と展開（Recalculate & Deploy）] オプシ

ョンを使用して差分を再計算します。 

差分が解決されたことがわかります。[並列比較（Side-by-side Comparison）] タブで、先頭のスペース
が更新されていることを確認します。 

 

例 2：オーバーレイ構成での先頭スペース エラーの解決 
[保留中の構成（Pending Config）] タブに表示される先頭スペース エラーの例を考えてみましょう。 

[並列比較（Side-by-side Comparison）] タブで、展開された構成のコンテキストを理解するために、行
ごとの差分を検索します。 

一致数が 0 の場合は、NDFC がスイッチにプッシュするために評価した特別な構成であることを意味しま
す。 

実行中の構成と期待される構成の間で、先頭のスペースが一致していないことがわかります。 

それぞれの自由形式の構成に移動し、先頭のスペースを修正して、更新された構成を保存します。 

ファブリックの [ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウに移動し、[再計

算と展開（Recalculate & Deploy）] をクリックします。[構成の展開（Deply 

Configuration）] ウィンドウで、すべてのデバイスが同期していることがわかります。 
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外部ファブリックでのコンプライアンスの構成 
外部ファブリックを使用すると、Nexusスイッチ、Cisco IOS-XEデバイス、Cisco IOS XRデバイス、およ
びAristaをファブリックにインポートできます。導入のタイプに制限はありません。LAN クラシック、
VXLAN、FabricPath、vPC、HSRP などを使用できます。スイッチが外部ファブリックにインポートされ
るとき、非中断となるようにスイッチの設定が保持されます。スイッチユーザ名やmgmt0インターフェイ
スなどの基本ポリシーのみが、スイッチのインポート後に作成されます。 

外部ファブリックでは、Nexus Dashboard Fabric Controller で定義されているインテントに対して、構
成コンプライアンス（CC）により、このインテントが対応するスイッチに存在することが保証されます。
このインテントがスイッチに存在しない場合、CCはOut-of-Syncステータスを報告します。さらに、この
インテントをスイッチにプッシュしてステータスを同期中に変更するために生成された保留中の設定があ
ります。スイッチ上にあるが、Nexus Dashboard Fabric Controller で定義されたインテントではない追
加の構成は、インテント内の設定との競合がない限り、CCによって無視されます。 

前述のように、ユーザ定義のインテントが Nexus Dashboard Fabric Controller に追加され、同じトップ
レベルコマンドの下にスイッチの追加構成がある場合、CC は Nexus Dashboard Fabric Controller で定義
されたインテントがスイッチに存在することのみを確認します。Nexus Dashboard Fabric Controller 上の
このユーザー定義インテントがスイッチから削除する目的で全体として削除され、対応する構成がスイッ
チに存在する場合、CC はスイッチの  OUT-OF-SYNC ステータスをレポートし、 [保留中の構成

（Pending Config）] を作成してスイッチからその構成を削除します。この保留中の構成には、トップレ
ベルのコマンドの削除が含まれています。このアクションにより、このトップレベルコマンドでスイッチ
で行われた他のアウトオブバンド設定も削除されます。この動作を上書きすることを選択した場合は、自
由形式ポリシーを作成し、関連する最上位コマンドを自由形式ポリシーに追加することを推奨します。 

この動作を例で見てみましょう。 

1. Nexus Dashboard Fabric Controller のユーザーがスイッチに定義し、スイッチに展開した 
switch_freeform ポリシー。 

2. 実行構成の router bgp の下に、ユーザー定義 Nexus Dashboard Fabric Controllerインテントの予

期される構成に存在しない追加構成があります。Nexus Dashboard Fabric Controller 上で、ユーザー
定義のインテントなしでスイッチに存在する追加の構成を削除する  [保留中の構成（Pending 
Config）] はありません。 

3. 手順  1 で作成された  switch_freeform ポリシーを削除することで、Nexus Dashboard Fabric 
Controller によって以前にプッシュされたインテントがから削除された場合の保留中の構成と並列比

較。 

4. 最上位の router bgp コマンドを使用して switch_freeform ポリシーを作成する必要があります。こ
れにより、CC は以前に Nexus Dashboard Fabric Controller からプッシュされた目的のサブ構成のみ
を削除するために必要な構成を生成できます。 

5. 削除された構成は、以前に Nexus Dashboard Fabric Controller からプッシュされた構成のサブセッ
トのみです。 

外部ファブリックのスイッチのインターフェイスでは、Nexus Dashboard Fabric Controller はインタ
ーフェイス全体を管理するか、まったく管理しません。CC は次の方法でインターフェイスをチェック
します。 

◦ 任意のインターフェイスについて、ポリシーが定義され、関連付けられている場合、このインター
フェイスは管理対象と見なされます。このインターフェイスに関連付けられているすべての設定は、
関連付けられたインターフェイス ポリシーで定義する必要があります。これは、論理インターフ
ェイスと物理インターフェイスの両方に適用されます。 
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それ以外の場合、CCは、インターフェイスに行われたアウトオブバンド更新を削除して、ステー
タスを[In-Sync]に変更します。 

◦ アウトオブバンドで作成されたインターフェイス（ポートチャネル、サブインターフェイス、SVI、
ループバックなどの論理インターフェイスに適用）は、通常の検出プロセスの一部として Nexus 
Dashboard Fabric Controller によって検出されます。ただし、これらのインターフェイスにはイ
ンテントがないため、CC はこれらのインターフェイスの [OUT-OF-SYNC] ステータスをレポー
トしません。 

◦ どのインターフェイスにも、Nexus Dashboard Fabric Controller に関連付けられたモニタ ポリシ
ーが常に存在する可能性があります。この場合、CC は [IN-SYNC] または [OUT-OF-SYNC] 構成
順守ステータスをレポートするときに、インターフェイスの構成を無視します。  
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構成コンプライアンスで無視される特別な構成 CLI 
次の構成 CLI は、構成コンプライアンス チェック中に無視されます。 

• 「ユーザー名」とともに「パスワード」が含まれている CLI 

• 「snmp-server user」で始まるすべての CLI 

上記に一致する CLI は保留中の差分に表示されず、[ファブリック ビルダー（Fabric Builder）] ウィンド
ウで [保存して展開（Save & Deploy）] をクリックしても、そのような設定はスイッチにプッシュされま
せん。これらの CLI は、並列比較ウィンドウにも表示されません。 

このような構成 CLI を展開するには、次の手順を実行します。 

1. [ 管理（Manage）] > [ファブリック（Fabrics）]の順に選択します。 

ファブリック名をダブルクリックして [ファブリックの概要（Fabric Overview）] 画面を表示します。 

2. [スイッチ（Switch）] タブで、スイッチ名をダブルクリックして、[スイッチの概要（Switch 

Overview）] 画面を表示します。[ポリシー（Policies）] タブには、選択したファブリック内

のスイッチに適用されているすべてのポリシーが一覧表示されます。 

3. [ポリシー（Policies）] タブで、[アクション（Actions）] ドロップダウン リストから [ポリシーの追加

（Add Policy）] を選択します。 

4. 必要な構成を持つポリシー テンプレート インスタンス（PTI）を追加します 
switch_freeform テンプレートを選択し、[保存（Save）] をクリックします。 

5. 作成したポリシーを選択し、[構成のプッシュ（Push Config）]（[アクション（Actions）] ドロップ
ダウン リスト）を選択して、構成をスイッチに展開します。 
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大文字と小文字を区別しないコマンドの差分の解
決 
デフォルトでは、インテントを比較する際に NDFC で生成されるすべての差分（予期される構成と実行構
成の差分）では、大文字と小文字が区別されます。ただし、スイッチには大文字と小文字を区別しないコ
マンドも多くあるため、これらのコマンドで相違点が存在するとしてフラグを付けるのは適切でない場合
があります。これらは、compliance_case_insensitive_clis.txt テンプレートに取り込まれます。これは 
[管理（Manage）] > [テンプレート（Templates）]  の下にあります。 

Cisco NDFC リリース 12.0.1a 以降、compliance_case_insensitive_clis.txt ファイルは、他の 2 つの 
compliance_strict_cc_exclude_clis.txt および compliance_ipv6_clis.txt ファイルとともに、出荷さ
れるテンプレートの一部になりました。すべてのテンプレートは、[管理（Manage）] >[テンプレート

（Templates）  ] にあります。テンプレートの変更は、[使用中のテンプレートのオーバーライド

（Template In-Use Override）] を無効にした後に実行できます。 

既存の compliance_case_insensitive_clis.txt ファイルに含まれていない追加のコマンドは、大文字と
小文字を区別するものとして扱うべきです。構成の保留が、NDFC が予期している構成と実行構成との間
の大文字と小文字の違いによって生じたものである場合、次の方法で、大文字と小文字の違いを無視する
ように NDFC を構成できます。 

1. [管理（Admin）] > [システム設定（System 設定 ）] > [サーバー設定（Server 設定 ）] > [ LAN -
Fabric（LAN -Fabric）] の順に選択し、[テンプレートでオーバーライドを使用（Template In- 活用 
Override）] をオフ にして、[パスワードを変更）] をクリックします。 

2. [管理（Manage）] > [テンプレート（Templates）] に移動し、
compliance_case_insensitive_clis.txt ファイルを検索します。 

3. compliance_case_insensitive_clis.txt を確認し、 [アクション（Actions）] > [編集（Edit）] テン
プレート コンテンツを選択します。 

 Compliance_case_insensitive_clis.txt ファイルのエントリの例を次の図に示します。 

4. 図で強調表示されているエントリを削除し、[完了（Finish）] をクリックします。 
 

 
NDFC 12.2.1 にアップグレードした後、 compliance_case_insensitive_clis テン
プレートの次の 2 行のコメントを解除する必要があります。 

 

ヒ
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NDFC のアップグレードプロセスでは、 compliance_case_insensitive_clis テンプレートにこれら
の 2回線がコメントとして追加されます。これらの行のコメントを解除する必要があります。これら
の 2 つの行のコメントを解除しない場合、NDFC とCisco NX-OSの VRF 名が一致しないため、セキ
ュリティグループアクセス制御リスト（SGACL）は常に非同期として表示されます。 

5. 展開中に新しいパターンが検出され、それらが構成の保留をトリガーしている場合、これらのパター
ンをこのファイルに追加します。パターンは、有効な正規表現パターンである必要があります。 

6. [管理（Admin）] > [システム設定（System 設定）] > [サーバ設定（Server 設定 ）] > [LAN-Fabric] 
に移動し、[使用中のテンプレートのオーバーライド（Template In-Use Override）] をオンにして、
[保存（Save）] をクリックします。 

これにより、NDFC は、比較の実行中に、記述された構成パターンを大文字と小文字を区別しないも
のとして扱うことができます。 

7. ファブリックについて、[再計算と展開（Recalculate & Deploy）] をクリックして、更新された比較出
力を表示します。 

"^match\s+external-subnets\s+vrf\s+.*" 
"^match\s+connected-endpoints\s+vrf\s+.*" 
== 
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interface mgmt0 
description SRC=SDS-LB-LF111-mgmt0、DST=SDS-LB-SW001-Fa0/5 

interface mgmt0 
description SRC=SDS-LB-LF111-mgmt0、DST=SDS-LB-SW001-Fa0/5 

スイッチ インポート後の構成コンプライアンスの
解決 
Cisco NDFC にスイッチをインポートした後、管理インターフェイス（mgmt0）の説明フィールドに余分
なスペースがあるため、スイッチの構成コンプライアンスが失敗することがあります。 

たとえば、スイッチをインポートする前に： 
 

スイッチをインポートして構成プロファイルを作成したら、次の手順を実行します。 
 

mgmt0 インターフェイスを選択した後、インターフェイス マネージャに移動し、[編集（Edit）] アイコン
をクリックします。説明の余分なスペースを削除してください。 
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厳格な構成コンプライアンス 
厳密な構成コンプライアンスは、スイッチ構成と関連するインテント間の相違をチェックし、スイッチに
存在するが関連するインテントに存在しない構成の  no コマンドを生成します。 [再計算と展開

（Recalculate and Deploy）] をクリックすると、関連付けられたインテントに存在しないスイッチ構成
が削除されます。この機能を有効にするには、[厳密な公正コンプライアンスを有効にする（Enable 
Strict Config Compliance）] チェック ボックスをオンにします。これは [詳細設定（Advanced）] タブ
（[ファブリックの作成（Create Fabric）] または [ファブリックの編集（Edit Fabric）] ウィンドウ）に
あります。デフォルトで、この機能は無効になっています。 

厳密な構成コンプライアンス機能は、Easy ファブリック テンプレート（Data Center VXLAN EVPN  お
よび BGP ファブリック）でサポートされています。スイッチによって自動生成されるコマンド（vdc、
rmon など）について差分が生成されないようにするために、CC はデフォルトのコマンドのリストを含む
ファイルを使用して、これらのコマンドに対して差分が生成されないようにします。このファイルは、[管
理（Manage）] [テンプレート（Templates）]、compliance_strict_cc_exclude_clis.txt テンプレート
で維持されます。 

例：厳密な構成コンプライアンス 
feature telnet コマンドがスイッチで構成されているが、インテントに存在しない例を考えてみましょう。
このようなシナリオでは、CC チェックが実行された後、スイッチのステータスが非同期として表示され
ます。 

次に、非同期スイッチの [構成のプレビュー（Preview Config）] をクリックします。厳密な構成コンプ
ライアンス機能が有効になっているため、[構成のプレビュー（Preview Config）] ウィンドウの [保留中

の構成（Pending Config）] の下に feature telnet コマンドの no 形式が表示されます。 

[並列比較（Side-by-Side Comparison）] タブには、実行構成と予想される構成の差が並べて表示され
ます。[再同期（Re-sync）] ボタンは、[構成のプレビュー（Preview Config）] ウィンドウの [並列比較
（Side-by-Side Comparison）] タブの右上隅にも表示されます。大規模なアウトオブバンド変更がある
場合、または設定変更が NDFC に正しく登録されていない場合に、このオプションを使用して NDFC 状
態を再同期します。 

再同期操作は、スイッチに対して完全な CC 実行を実行し、「show run」および「show run all」コマン
ドをスイッチから再収集します。再同期プロセスを開始すると、進行状況メッセージが表示されます。再
同期中に、実行構成がスイッチから取得されます。スイッチの Out-of-Sync/In-Sync ステータスは、
NDFC で定義されたインテントに基づいて再計算されます。 

次に、[構成のプレビュー（Preview Config）] ウィンドウを閉じ、[再計算と展開（Recalculate and 
Deploy）] をクリックします。厳密な構成コンプライアンス機能により、feature telnet コマンドの  no 
形式をスイッチにプッシュすることによって、スイッチの実行構成がインテントから逸脱しないようにし
ます。構成間の相違が強調表示されます。feature telnet コマンド以外の差分は、デフォルトのスイッチ構
成およびブート構成であり、厳密な CC チェックでは無視されます。 

[ファブリックの概要（Fabric Overview）] ウィンドウでスイッチを右クリックして [構成のプレビュー

（Preview Config）] を選択すると、[構成のプレビュー（Preview Config）] ウィンドウが表示されま
す。このウィンドウには、インテントに準拠した構成を実現するためにスイッチにプッシュする必要があ
る保留中の構成が表示されます。 

カスタムの自由形式構成を NDFC に追加して、NDFC での目的の構成とスイッチ構成を同一にすることが
できます。その後、スイッチは In-Sync ステータスになります。NDFC にカスタム自由形式構成の追加方
法の詳細については、「ファブリック スイッチでの フリーフォーム構成の有効化」を参照してください。 

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1221/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/dcn/ndfc/1221/articles/ndfc-enabling-freeform-configurations/enabling-freeform-configurations-on-fabric-switches.html
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